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キリストには代えられない (ルカ9:57-62)
いつも何があっても今、「私は幸い、あなたも幸い」と告白したように自分も、キリストにある兄弟姉妹も幸いであるという確信と喜びさえあれば何事も問題にならないと思います。しかし、なかなか、そうならないし、サタンもあらゆることをとおして私たちをついつい惑わしています。それに惑わされないでしっかりと信仰に立って勝利していただきたいと願います。
今日の聖書を見ていてもイエスさまに従っている弟子たち、また従おうとしている人々に向かってイエスさまが何かをおっしゃっています。なぜそのようにおっしゃっているのか、それは何を意味するのかということを考えたいと思います。ある人がイエスさまの方に自分で自らわざわざやってきて「イエスさまがおいでになるところであれば、どこへでも私はついて行きます」と言いました。そうすると「珍しいな。いいな」と言う風に返事をするかと思ったらイエスさまは水を差すようなことをおっしゃっています。「狐には穴があり、鳥には巣があります。しかし、あなたが今『すべてをかけてどこへでもついて行きます』と言っている相手であるわたし、イエスには枕するところもない」とおっしゃいました。それでもついてくるのか、どうするのかという意味です。多分、イエスさまがご覧になったときに、彼は別に嘘をついているわけではないと思います。しかし、イエスさまの様々なことを見て、まるでこの間まもなくすごいことが起きたときに偉い人になるのかと争ったようにイエスさまのことを見て、だいぶいろいろな期待を込めて「イエスさまについて行きます」と言ってきたと思います。それに対してイエスさまが「あなたの期待通りにならないと思います」と言う風にお返事します。「それでもよいのか」と聞いていらっしゃいます。それから、一人はイエスさまがわざと先に声をかけて「わたしについて来なさい」とおっしゃいました。すると一人はそのようにイエスさまが慎重に警戒の言葉を述べていらっしゃったのですが、一人に対してはイエスさまがわざわざ「ついて来なさい」と声をかけられました。それで彼は「わかりました。しかし、まず行って私の父を葬ることを許してください」と言いました。「もちろん、イエスさまについて行きます。しかし、今ではなく父がまだ生きているので父が死ぬ時までしっかり親孝行して、父の葬式を終えてからついて行きますので待っていてください」と言う話です。そのときイエスさまは「あなたは本当に親孝行な子どもです。親を敬う素敵な人です」とは言わないで、「死人たちに彼らの中の死人たちを葬らせなさい」とおっしゃいました。何かひどい言葉のように思われるでしょうけれども、とにかく「あなたはそのような暇、余裕、インターバルなどは無い。早く来なさい。イエスに従ってついて行きなさい」とおっしゃっているのです。一人は警戒しながら、また一人には「そんなことは他の人に任せておいてあなたはついて来なさい」とおっしゃいました。それからもう一人も言いました。「主よ。あなたに従います。しかし、その前に家のものにいとまごい、さようならをしてから、あなたについて行きますので、そうすることができるように帰らせてください」と言いました。それに対して「それくらいは当たり前でしょう」とおっしゃるはずなのにイエスさまは私たちの予想を破ってこのようにおっしゃいました。「だれでも、手を鋤につけてから、うしろを見る者は、神の国にふさわしくありません。後ろを見てはいけない」と。たぶん、家の者にさようならをする一般的な常識と言うよりは、何か気になってという意味がここにはあったと思います。だから、イエスさまは「気にする必要はない。あなたが今やろうとしていることはイエスに従ってついて行くことなのだ」とおっしゃったのです。それから、「親が死ぬまではきちんと親の面倒をみてから」と言った人に対するイエスさまの言葉の意味は「親の面倒をみるのは止めなさい」という意味ではありません。でも、「あなたが今、あなたに声をかけているこのわたしがイエスだ。『イエスについて来なさい』と言われたのだ。その意味が分かるのか」という意味です。一人は自分でイエスさまについて行きますと言ったときにイエスさまが警戒の言葉を述べました。それも、結局は全部同じです。イエスについて行く。イエスさまに従っていく。今の言葉で言うとイエスさまを信じる信仰が何を意味するのか、どういうことなのかわかってついて行こうとしているのか。また、「ついて来なさい」と言われたときに、「信じなさい」と言われたときに、それがどれほど価値あるもので、どのようなことなのか、どういう意味なのかということは正しくわかってほしいという意味です。まとめて、結論から申し上げると、イエスさまについて行くこと、今の言葉ではイエスさまを信じる信仰に対してはどんな理由であれ、それは譲ることはできないものです。どのような理由があろうがイエスさまを信じることを後回しにして、それをあきらめたり、躊躇したり、迷ったり、延期したりして譲るということありえない。そういうことはあり得ない。イエスさまを信じる信仰を譲るまで何か大切な理由、やるような価値あるものは世の中に存在しないという意味です。なぜでしょうか。その「ついて来なさい」と言われているイエスさま、また「信じます」と告白してついていくイエスさまが世の中の何ものにも代えられないキリストだからです。そこが「今ついて行きます」と言う人も、あるいは「ついて来なさい」と言われた人も、その一番肝心なところがぼやけていてよく分かっていないということです。私たちはクリスチャンでありながらも、いろいろな問題にぶつかったりして、自分の思いどおりにうまくいかないこともあります。そのようなときに、ついどこに理由があって、どこに原因があるのかということを、ほとんどが律法的に何が正しいか、何が間違いなのかと見て、あるいは道徳的に、宗教的に努力が足りないとか、あるいはだれかの助けがないから、環境が悪いなどいろいろな原因のことを考えますが、そうするといつまで経っても葛藤は終わらないし、こんがらがってしまいます。クリスチャンであれば本当の原因は一つしかありません。自分で今信じているイエスさま、自分で心に受け入れますと告白しているイエスさま、あるいは今「信じてみたいな、信じてみようかな」と思っているイエスと言う方がどういう方なのかよくわかっていない、そこが問題です。そのイエスが本当にキリストであればここが問題です。ここが分かっていないと今イエスさまがおっしゃっていることは何一つ理解できません。キリスト教は道徳を無視するのか、倫理も無視するのか、人間関係も無視するのか、親孝行も無視するのかという理解をするしかありません。たぶん、この中でもこういう理解があってメッセージが心に届かないという方もいらっしゃるかもしれません。今日、ぜひその部分が修正され、いやされていただきたいと願います。　　

それは倫理や世の何かを破って無視するでたらめな話ではありません。問題はそのおっしゃっている、私たちが信じている、信じようとしているイエスと言う方がキリストなので、そこは譲ることができないのです。たとえ当たり前でしょうが親の面倒をみないといけないからといってイエスさまについて行くこと、イエスさまを信じることを延期したり、迷ったりする理由にはなれないということです。それが「イエスさまがキリストです」という意味です。イエスは私たちのどうすることもできないすべての災いと、すべてのさばきの、すべての呪いの原因となる罪、自分の力、世にある良いものでは決して清めることができない、あがなうことのできない罪の身代わりとなって完璧に完全に清めて無くしてしまった方です。罪赦されない限りは、罪を持っているままでは人生が成功しても、何がどう変わろうが結局は運命の呪いに捕らわれたままです。申し訳ございませんが、たとえ親孝行をものすごく頑張ってやって親の面倒をみたとしてもそれは悪いことではありません。それは常識です。聖書には親を敬いなさい。親孝行をしっかりしなさいと命じています。しかし、親孝行の思いやりの気持ちが、その人の人生をだめにしてしまう罪の問題を解決することはできません。ですから、親孝行してイエスさまに従わない、信じないと、親孝行して滅びるのです。意味が分かりますか。だから、ほとんどのクリスチャンの問題の原因は自分が悪いか良いかではありません。自分が今信じて従っているイエスがキリストであることがよく分かっていないのです。それでイエスさまに従う姿勢、イエスさまを信じる信仰の姿勢が問題です。そこさえ修正されれば、私たちがそれほど努力しても変わらなかった私たちの問題が解決されて、そこに証拠が現れるはずです。私たちの人格と力と能力と関係ありません。それを福音と言います。なんと素晴らしい神様の恵みでしょうか。私たちが宗教的に一生懸命頑張ってもどうにもならない問題に光が照らされるようになります。道が開かれるようになります。何をすればよいでしょうか。イエスさまを信じる信仰の姿勢を正すだけです。神様が私たちに望まれることはそれ以外にありません。誤解しないでください。今日、３人の人が登場し、イエスさまと会話を交わしましたが、結局は全部それです。イエスさまについて行くという話の中で、そのイエスさまについて行く姿勢が全然違うのです。本当にイエスさまがキリストなら、さようならということが気になって「ちょっと待ってください」とは言わないはずだという意味です。家族とさようならすることが悪いとか、それが禁じられているという意味ではありません。今イエスさまがおっしゃっているのは「あなたに声をかけて、あなたが従って行きますと言っているイエスさまがキリストだということをわかっているのか」ということです。わかっていればそのような話はしないでしょう。姿勢が変わるでしょう。親の面倒を全部みて、葬式を済ませてからとは言わないでしょう。一番、最初に申し上げましたように、どのような理由でもイエスさまを信じる信仰を譲る理由になるものは世の中に存在しません。これが今日のメッセージです。つまり、キリストには代えられません。どんなものも代えられません。キリストには代えられません。これが私たちのイエスさまに対する信仰の態度、姿勢です。ぜひそこが修正され回復されることを祈りたいと思います。今信じたばかりの人もいるし、信じようかなと思っている方もいるし、信じて長い人もいるかもしれません。でも、イエスはキリストです。イエスは私たちの目には見えませんが、人生を捕え、この社会を捕え、様々な分野、文化を捕えて人々を滅びに引き落としている、ものすごい力をふるっている悪魔、サタンと言う者、偽物の王、偽の世の神と言われている者、空中の権威を持って私たちが何も知らずにそれに操られ、引っ張られているその悪魔の頭を踏み砕いて勝利された唯一の方です。つまり、キリストでなければどんなにすごい技があり、どんなにすごい人格があるとしても、悪魔のしわざに捕らわれているままです。家族が気になって面倒をみたとしても、それは当たり前なことでしょうが、それがイエスを信じる信仰を迷わせるようなことにはなりません。延期する理由にもなりません。ましてやイエスさまを信じる信仰をストップする、あきらめる理由にはなりません。でも多くの人があらゆる理由を取り上げて迷って、躊躇して、延期したりあきらめたりしているのではないでしょうか。イエスはキリストであるということがわかっていません。律法的な理由、道徳的な理由、宗教的な理由などいろいろな理由があるかもしれません。一切理由になりません。なぜでしょうか。イエスはキリストだからです。人間はただ動物同然、進化した存在ではありません。人間は最初から創造主、神様が尊い神のかたちに創られて、人間の中には神様と交わり、神を礼拝して信じることができる能力、たましいが与えられている存在です。だから人間は永遠の存在です。この体が腐っていてもたましいは永遠に無くなることはありません。ですから、魚が水の中にいて幸せであるように、木が土の中に根を下ろしているからこそ幸せであるように、いのちが保たれて実を結ぶのと同じように、人間はたましいがある霊的な存在なので霊であられる、創造主である神様とともにあって神に祝福されてこそ、人間になれるし、幸せになれるし、成功がそこにあります。問題の解決もそこにこそあります。けれども、人は罪を犯し、神からの栄誉を受けることができなくなりました。神から離れて、永遠に神に会うことができない状態になりました。あらゆることで人生の幸せを求めていても結局は、さまようことしかできない運命の力に捕らわれるようになりました。だから、お金が手に入っていても、自分が求めているものが手に入り達成したとしても本物の平安と本物の幸せはそこにありません。経験していないでしょうか。歴史をとおして、今のニュースをとおして見ていないのでしょうか。ありません。それは成功が悪いからではありません。人は成功やお金や愛情によって幸せになれるような者ではありません。親によって。子どもによって幸せになれる存在ではありません。人は大きな穴が空いていて神以外には埋められないものなのです。他のものは一瞬で時間が経てば余計にのどが渇いてしまう存在です。人は猿が進化して、ただ食べ物さえあれば、愛情さえあれば、それでハッピーと言う単純細胞的な存在ではありません。神のかたちに創られた尊い特別な存在なので神以外には幸せはありません。それなのにその神様を離れ、神に会えなくなりました。それで何をしても、何を達成しても、何を積み上げても根底の方に神様さまがいらっしゃらないので、最終的には自分の首を絞めてくるものになってしまいます。人は神に会わないといけません。人は神様と一緒でなければいけません。でも、私たちには罪のゆえにできないのです。サタンが邪魔しているので絶対に知ることも会うこともできません。キリスト以外には神に会うことはできません。キリストは絶対に会うことができない、しかし、会わないと絶対に幸せにはなれない、この神様に会うための道、いのちです。世界中でこの御名の他に私たち人間が救われる名としてどのような名も与えられていません。わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしをとおしてでなければだれ一人父の身元に来ることはありません。皆さんがどれほど家族思いで、家族が皆さんをいのちをかけて守ったとしても神様に会うことはできません。いのちをもたらすことはできません。ですから、家族のゆえにイエスを信じることを迷ったり、躊躇したり、後ろ向きにしたりすることは理由になりません。それは愚かなことです。イエスはキリストです。神様に会える唯一の道です。イエスはいのちです。そのイエスさまについて行こうとしているときにイエスさまがいろいろおっしゃったのです。イエスさまについて行く、つまり、イエスさまを信じる信仰、それがどういうことなのか分かるのか。分かったなら姿勢、態度をきちんと修正しなければいけないのではないかということです。どのようにでしょうか。今日、ぜひこれを心に留めてください。
一番、最初の人をとおして私たちが教えられるのは、イエスさまを信じる信仰のカラー、信仰の態度は絶対的な信仰です。その反対の言葉は何でしょうか。相対的です。たとえば、イエスさまについて行きますとこういう良いことがあるだろうと想定してついて来ました。しかし、そのとおりにならないとそれによってふらふらする、がっかりする、それが相対的です。何かによって左右される信仰ではいけません。そういう信仰ではありません。そのような信仰であれば修正しなければいけません。そういう方々にイエスさまはおっしゃっているのです。「あなたの期待、あなたの望み、あなたの野望、欲望はそのとおりにならないことがいっぱいあります。枕するところもありません。イエスさまを信じると病気が治るだろう。イエスさまを信じると金持ちになるだろう。イエスさまを信じると昇進するだろうと。もちろん、イエスの中にはあります。でも、そのような動機を持ってついて行こうとしたのであれば、その動機とは正反対の状況がいっぱいあります。それでも来るのか」とおっしゃっています。そのような相対的動機、条件付きの信仰になると必ずつまずくようになりますので。イエスがキリストであるがゆえに豊かになろうが貧乏になろうが、国会議員になろうが刑務所に入れられようが関係なく私はイエスさまについて行きますというのが絶対的信仰です。それがイエスさまを信じる信仰のカラーであり、姿勢です。これは無理やり何か要求することではありません。イエスはキリストだから。それなのにほとんどのクリスチャンが分かっていません。彼もたぶん細かく書いていませんが、「どこにいらしても私はついて行きます」とかなり大きな決断でイエスさまに告白したと思います。けれども、イエスさまは心の中を見通していました。「イエスさまについて行けば、今は少し苦労するかもしれないがもうしばらく後には王様になるかもしれない。そうするといろいろあるだろう。だから、行く」という思いを見抜いていました。枕するところもありません。イエスさまは今、十字架にかけられるために行く途中なのです。あなたの動機はふさわしくありません。つまり、イエスさまを信じる信仰はそのような動機づけ、条件付きの信仰であっては限界が来ます。もしかして、今礼拝をささげている兄弟姉妹の中でも、そういう意味で心苦しい、何かこんがらがってしまう方もいらっしゃるかもしれません。何年間も信仰生活したにもかかわらず、「これもダメ、これも厳しい。何なのか。もう信じてもしょうがない」と思っているかもしれません。イエスさまを信じる態度、信仰の姿勢を修正する時刻表だと思います。うまくいく、いかないの問題ではありません。枕するところもありません。たとえ今より環境や状況がより厳しくなったとしてもキリストには代えられません。だから、私はイエスさまについて行きますという信仰でないといけません。実際そうです。２部の礼拝でもっと細かく申し上げますので、ぜひ２部の礼拝に残って聞いてみてください。何が絶対的にイエスさまを信じる信仰でしょう。そういう意味でキリスト教ではご利益的なことが中にありますが、信仰のカラーは、ご利益の信仰はごめんです。キリスト教は小銭を投げて、神社やお寺、どこかに行って交通安全を求めるようなご利益を求める信仰のカラーはごめんなさいです。それは相対的です。私が不思議なのは合格を願って、交通安全、家内安全を願って、数多くの人が初詣などに行ってみんな願いどおりになったのかと言うと、たぶん、たまたまでしょうがその中で１０％以内だと思います。それにもかかわらず、来年また行くのです。どういう心境なのか分かりませんが。私たちはそういうことではありません。ご利益を求めてイエスに従っていくわけではありません。そういう場合はイエスさまがおっしゃっています。「枕するところもありません」と。意味分かりますか。イエスさまを信じる信仰はご利益があるから信じるわけではありません。そんな低レベルの次元の信仰ではありません。イエスはキリストなので、その一つの理由以外には理由がありません。でも、神様が私たちにイエスさまを信じてもらうためにいろいろなきっかけを許されます。なかなか信じる思いにならないので病気を与えたり、人生つまずくようにさせたり、あるいは夫婦の間に問題が生じたり、子どもに問題が起きたり、自分の中に精神的な問題が来たり。事業がうまく行かなかったり、様々な人生のトラブルに見舞われるようにされることを許されるのです。それがきっかけとなってイエスさまを信じることになります。しかし、それはきっかけであって、そのきっかけが動機のまま残っていてはいけません。そうならば信仰は成長しないし、いつまでたっても葛藤が続きます。うまくいくときにはハレルヤで、そうでないときは疑問だらけなのです。「いつになったらうまくなるのだろう」と。今日の聖書をとおして信仰の姿勢、態度を修正しましょう。その答えは「キリストには代えられません」です。私の動機が満たされなくても、それが達成できなくても、その動機が成就することとキリストとは代えられません。親孝行、親に対する責任、それは当たり前でしょうが、それてもキリストとは代えられません。何が代えられるようなものがあるでしょう。イエスはキリストです。だからといって、「今日から親孝行を軽んじてもよいのか」そう意味ではありません。これがわかっているものは本当の意味で親孝行ができるようになるでしょう。本当の意味で信仰と希望と愛が何かわかって実践するようになります。
それから、もう一つは「私の父を葬ることを許してください」と言っていた人です。そこでイエスさまは「それは死人たちに任せなさい。まだイエスさまを信じていない人々に任せなさい」とおっしゃいました。どういう意味でしょうか。イエスさまに従う、イエスさまを信じる信仰や態度、カラーは優先的な信仰です。絶対的な信仰であり、また優先的な信仰です。優先的というのは何より優先でしょうか。何よりも、どんなことよりもです。私たちが今まで基準にしていてそれによって判断され評価し動かされていたいろいろな条件があります。つまり、道徳より優先です。道徳を無視するという意味ではありません。分かりますか。それが信仰です。正しい正しくないといういろいろなルールが私たちの中にはあるでしょう。その律法のルールより優先です。イエスを信じる信仰が優先です。皆さんの頭の中に「あの人は悪い。間違っている。だめだ。正しい」という考え方、発想が飛んで来ようとするとき、その先に「イエスはキリストです」と信仰が先に飛び出さないといけないという意味です。優先です。私たちの常識より、伝統よりイエスを信じる信仰は優先です。たとえ、私たちに失敗があったとしても、その失敗に対する罪責感や責任感の前に優先的にイエスを信じる信仰告白が先です。最優先です。皆さんのイエスを信じる信仰のカラーはどうなっているのでしょうか。私たちはほとんどが他のものが優先されているということに気づかず、無意識的に律法や道徳や常識や伝統や今までのいろいろなことが先立ってしまいます。自分の傷による様々な考え方の枠、価値観の枠というものがいつも先に飛び出してしまいます。最優先はそのことの前に「イエスはキリストです」と言う信仰です。それがイエスさまに従うということです。今はイエスさまに従いますと言ってもどこにいらっしゃるでしょう。イエスさまを信じる信仰です。最優先的信仰、絶対的信仰、これが態度です。そのように修正していかないといけません。そうすると皆さんの人生に明るい光が照らされるようになります。他の何かで自分の人生の何かを変えようと、解決しようと、希望を持とうとしないでください。イエスに対する信仰の姿勢を正せば他は全部ついて来ます。神様は私たちに最高のプレゼント、イエスを、キリストであるイエスを与えられました。それで十分です。

そして、最後は「家族にさようならと言ってから行きます」と言った人がいましたが、家族のことが気になって仕方がないとならないようにしてください。これはこの言葉がふさわしいかどうかわかりませんが、全幅的な信仰です。イエスさま信じる信仰というものは、それを持っているにもかかわらず何かに未練を残す、何か気になるものを残すということはふさわしくありません。何か心配することが残っていて、それでイエスさまを信じるということはふさわしくありません。つまり、二股をかけてはいけません。それがイエスさまに従う姿勢です。なぜでしょうか。イエスはキリストだから。家族をきちんと面倒をみることを否定するわけではありません。イエスを信じると言いながらも、家族のことが気になって、心配でしょうがなければ、それは姿勢を正さないといけません。イエスの中に家族の面倒まで全部入っているということを信じてください。キリストの中にはすべての宝、すべての知識、全部が入って天と地がキリストにあって一つになる、天と地のすべての権威を持っていらっしゃる方であり、キリストの中に天にあるすべての祝福があり、キリストはアルファでありオメガです。それがイエスがキリストと言う意味です。イエスがキリストであるがゆえに家族のことを気にすることが悪いのではなく、その信仰に欠けているのではないかということです。当たり前に家族が家族の面倒をみるでしょう。他人のだれが見てくれるでしょうか。そういう常識をなにか言っているのではありません。心の信仰の姿勢です。家族の面倒をみていても、それが心配にならないように、それが何かの悩みの種のように気になってしょうがない、家族でも何ものでもそういうものを残さないようにしてください。イエスがキリストであれば、イエスを信じることの中に、その人生の過去、現在、未来までのすべてが全部入っていることを信じてください。そういう意味で全幅的な信仰と言います。イエスさまはおっしゃいました。「他のことはあなたがたは心配しなくてもよい。気にしなくてもよい。オンリー聖霊が臨まれると」と。何かの計算もいりません。全幅的な信仰、そういう意味を神様は今日おっしゃっています。
このメッセージを聞いて今週１週間、本当に神様の恵みが皆さんに豊かに与えられて、一つ一つ新しい世界が開かれていく、目の前に肉体的にすぐ変化が現れるときもあるし、それがないとしても皆さんの内側から霊の世界がどんどん明るくなっていく、明らかにされていくという祝福を経験していただきたいと思います。ですから、祈ってください。自分のイエスさまに従う姿勢、イエスさまを信じる信仰のカラー、態度を修正させてくださいと。どういう姿勢かというと、つまり、皆さんの中に何か動機などによってそれが満たされないと、そのとおりにならないとつまずいたり、がっかりするような動機的要素を全部取り除いて捨ててください。それが修正です。こうなれば、こうすればといった「if」がいっぱいついています。「if」は要りません。絶対的です。そういったことをよくよく考えて皆さんの中で修正してください。キリストには代えられません。枕するところもありません。より貧乏になるとしても私はイエスさまを離れることはできません。私はイエスさまについて行きます。イエスさまを信じる信仰告白は絶対に手放すことはできません。何がどう変わろうが。肉体的に、物理的に良い方向にまわろうが、悪い方向に変わろうが私には関係ありません。豊かなときでも貧乏なときでも、刑務所の中でも、刑務所の外でも、私は満足する秘訣を心得ているので、私を強くしてくださる方にあってできないことは何もありません。皆さんがイエスさまを信じる理由はイエスがキリストだからです。イエスによって何か得られるからではありません。もちろん結果的にあらゆる面で神様は満たしてくださいます。奇跡も、いやしも与えられます。でも、私たちの動機ではありません。信仰の動機はそのようなご利益ではありません。家族団らんとか家内安全ではありません。イエスがキリストだから。ここを正さないと、枕することがないときにつまずきます。
もう一つ、自分の中に、イエスを信じる信仰の中にそれを躊躇させる、あるいは「ちょっと待ってください」と延期させるような要素、つまりイエスを信じる信仰より大事になっているものがあれば、それは順番をチェンジしてください。それが大事ではないという意味ではなく、私たちにとって結局、つまずきの理由になります。神の答えが延期される理由になります。様々な葛藤にぶつかる理由になります。延期するような理由は存在しません。迷うようなこともありません。それが律法であれ、家族であれです。

もう一つ皆さんの中にイエスさまを信じると言いながらも心配する、気になるような要素、心配の種を全部取り除いてください。心配することはありません。明日のことは明日心配しなさい。何を食べるか飲むか心配しないようにとおっしゃいました。なぜでしょうか。皆さんが受け入れたイエスさまがお釈迦様やソクラテスではなくキリストだからです。神の御子。創造の神であり悪魔のしわざを打ち壊して、勝利され今も死の力を打ち破られてよみがえられ、万軍の主となられキリストより大きいもの、大きい人、大きい問題は世の中に存在しません。そういうキリストです。覚えていてください。ですから、その信仰をしっかり正して信仰を持っていれば答えはついてくるようになります。そういう意味でそれを取り除きながら絶対的な信仰告白をしてください。さっき申し上げました。何がどうであれキリストのゆえに私は信じます。そうならば、いつどんなときでも、どんな状況においても、イエスさまを信じる信仰告白を最優先に持ち出してください。２部の礼拝ではそれを具体的に申し上げます。

それから、イエスを信じたのならば全幅的に何も気にせず一つだけ、使徒の働きで「それはあなたがたは知らなくてもよい」とイエスさまがおっしゃったように、今まで気になっていたもの全部気にせずカットして一つだけ、聖霊が臨まれると力を受ければ、神の国の主人公になります。証人になります。どんな気になる問題でも皆さんは気にせず全部手を放し、聖霊充満１点に絞ってください。それが全幅的な信仰です。イエスがキリストであれば、あらゆる気になることがあるでしょうが気にせず、一つだけ、聖霊が臨まれるときに力を受けます。
この間、ある人から相談を受けました。気になることがいっぱいありますと。イエスを信じるのか。信じます。信じていながらもそのようなことはあり得ます。神様の時刻表だと思います。特に何をどう気にしてもダメでしょう。最後の最後まで来たのです。手を上げるしかありません。良かったではないでしょうか。神様の時刻表だと思います。だから、何も気にしないでください。難しいと思いますが、そういう状況だからありがたく思って一つだけ、だまされるつもりでイエス・キリストを告白して、聖霊様がこの複雑にしている頭の中に、この心が落ち着かない心の中に聖霊が働くように、聖霊の満たしが与えられるように、それだけをずっと祈ってみてください。そう勧めました。自分は経験があります。全幅的に。よく分かっていなくて、神様はこのように全幅的な信仰の態度、姿勢を持つことを望まれるので、ときには人生の困難に追い込こともあります。でも、そこで最後まであがきをし、最後はがっかりします。そういうタイミングではあります。全部あきらめて、何も気にしないでください。気にしてもしょうがないと分かったでしょう。「全幅的な信仰、キリストだったのですね。聖霊充満、これにすべてをかけよう。私は十字架とともに死んだ」と素晴らしい改める行進のチャンスなのにほとんどの人が全部逃してしまいます。だから、少し改善されて、そのあとまたそういったコーナーに追い込まれる状況が違う形でまた現れます。神様はこれは譲りません。神様が私たちに望まれるのはすごいことをやることではありません。イエスがキリストであることを信じなさいということだけです。そうならば心配することないでしょう。そうならば他に優先すべき内容はないでしょう。他の何かのゆえにイエスさまを信じる信仰は少し置いておいて、ということはあり得ないでしょう。何があってもどんなときでもイエス、一番先にイエスです。それが本当は霊的な戦いです。そうすると結果はついて来ます。イエスがキリストである証拠が現れます。
「イエスに代えられるもの、キリストには代えられるものはないことを告白させてください。絶対的な信仰、優先的な信仰。全幅的な信仰の姿勢、カラーになるように助けてください」と１週間祈ってください。
〈お祈り〉
恵み深い天の父なる神様、私たちをここまで愛してくださる神様を心から感謝いたします。本当におろかなみじめな者です。また鈍いしもべですが、神様私たちを見放さないで最後まで私たちの信仰を正し、神様が備えられたキリストの証拠を、神の大きな祝福の答えを与えようとしていらっしゃることを感謝いたします。どうか今日のメッセージを聞いて兄弟姉妹一人一人が「キリストには代えられません」という信仰のカラー、信仰の態度を持つように、自分の信仰を振り返って修正し、正していくことができるように、また取り除いて、捨てるべきものをしっかりと見つけて捨てることができるように主が助けてください。聖霊の働きを心からお祈ります。感謝してイエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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